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貝貝
原原
好好
古古
『『
和和
爾爾
雅雅
』』・・
貝貝
原原
益益
軒軒
「「
本本
草草
名名
物物
附附
録録
」」
のの
対対
照照

 

鬼
頭
祐
太
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

要
旨

貝
原
好
古
『
和
爾
雅
』
に
お
け
る
貝
原
益
軒
「
本
草
名
物
附
録
」
（
「
附
録
」
）
の
利
用
に
つ
い

て
漢
名
と
和
名
の
対
応
及
び
、
注
文
の
様
相
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
た
。
ま
ず
、
漢
名
と
和
名

の
対
応
に
つ
い
て
は
全
て
の
対
応
が
一
致
し
な
い
も
の
が
約
一
五
％
存
在
す
る
一
方
で
、
過
不
足

な
く
一
致
す
る
も
の
は
約
七
割
存
在
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
益
軒
「
本
草
綱
目
品
目
」
と
『
和
爾

雅
』
草
木
門
に
つ
い
て
同
じ
観
点
か
ら
対
照
し
た
も
の
と
類
似
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、『
和
爾
雅
』

編
纂
に
あ
た
っ
て
、
「
附
録
」
の
漢
名
と
和
名
の
対
応
は
参
照
、
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
注
文
に
つ
い
て
は
相
違
す
る
も
の
が
多
く
、
約
二
割
の
項
目
で
注
文
が
過
不
足
な
く
一
致

す
る
も
の
の
、「
附
録
」
に
見
ら
れ
な
い
内
容
を
含
む
注
文
は
約
六
割
存
在
し
た
。「
附
録
」
に
見

ら
れ
な
い
内
容
を
含
む
注
文
に
は
、
見
出
し
語
（
正
名
）
に
対
す
る
「
異
名
」
を
示
す
も
の
が
多

く
見
ら
れ
た
。
「
和
爾
雅
凡
例
」
第
三
条
で
は
「
凡
そ
一
物
に
し
て
数
名
な
る
者
は
正
名
を
以
て

之
を
標
書
し
異
名
を
其
の
下
に
註
す
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
編
纂
方
針
の
も
と
、
「
異
名
」
を
何

ら
か
の
文
献
、
特
に
辞
書
類
に
よ
っ
て
加
え
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

一一
．．
はは
じじ
めめ
にに

本
稿
で
は
貝
原
好
古
注
一

（
一
六
六
四
～
一
七
〇
〇
）
が
編
ん
だ
辞
書
『
和
爾
雅
』
が

ど
の
よ
う
な
文
献
の
影
響
下
に
あ
り
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
成
立

し
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
検
討
す
る
。

『
和
爾
雅
』
は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
意
義
分
類
体
辞
書
で
あ
る
。

漢
字
で
書
か
れ
た
見
出
し
語
が
そ
の
意
味
に
よ
っ
て
天
文
門
か
ら
言
語
門
ま
で
の
二
四

の
門
に
分
け
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
凡
例
に
は
「
元
禄
戊
辰
（
稿
者
注
：
元
禄
元
年
）

𣆶𣆶
秋
日
」
と
あ
る
た
め
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
ま
で
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
岩

波
書
店
編
（
一
九
七
二
）
に
よ
れ
ば
、
元
禄
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
後
も
正
徳
六
年
（
一

七
一
六
）
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

『
和
爾
雅
』
の
編
纂
方
法
や
そ
の
過
程
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら
か
で
な
い
部
分
が
多

い
。
ま
た
、
そ
の
書
名
に
よ
る
の
か
、
蜂
谷
（
二
〇
〇
七
）
、
米
田
（
二
〇
一
四
）
な
ど

い
く
つ
か
の
研
究
事
典
に
お
け
る
『
和
爾
雅
』
の
項
目
で
は
、
中
国
の
辞
書
『
爾
雅
』

に
倣
っ
た
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、『
爾
雅
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
具
体
的
な
影
響

関
係
を
指
摘
し
た
も
の
は
な
い
。

近
年
、『
和
爾
雅
』
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
研
究
が
で
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
で

は
、
好
古
の
叔
父
で
あ
る
貝
原
益
軒
注
二

（
一
六
三
〇
～
一
七
一
四
）
と
の
関
係
が
示
唆

さ
れ
る
。『
和
爾
雅
』
が
用
い
た
と
す
る
書
物
に
つ
い
て
は
「
和
爾
雅
凡
例
」
に
示
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
益
軒
の
著
作
は
挙
が
ら
な
い
。
ま
た
、「
和
爾
雅
凡
例
」
に
示

さ
れ
る
書
物
と
『
和
爾
雅
』
本
文
の
関
係
を
示
し
た
研
究
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

笹
原
（
二
〇
〇
七
）
は
益
軒
『
続
和
漢
名
数
』
注
三

に
お
け
る
国
字
に
関
す
る
記
述
と

『
和
爾
雅
』
の
記
述
に
共
通
点
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
だ
し
、
『
続
和
漢
名
数
』

の
刊
行
は
『
和
爾
雅
』
よ
り
遅
い
。『
和
爾
雅
』
よ
り
も
成
立
が
早
い
文
献
と
の
比
較
を

行
っ
た
の
が
野
口
（
二
〇
二
〇
）
で
あ
る
。
野
口
は
益
軒
『
和
漢
名
数
』
、
同
『
増
補
和

漢
名
数
』
に
お
け
る
名
数
に
つ
い
て
の
記
述
と
『
和
爾
雅
』
の
記
述
に
共
通
点
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
う
ち
、
『
和
漢
名
数
』
は
刊
行
も
『
和
爾
雅
』
よ
り
早
い
。
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ま
た
、
本
草
学
関
係
の
記
述
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
鬼
頭
（
二
〇
二
二
ａ
）
が
検

討
し
て
い
る
。
鬼
頭
は
『
和
爾
雅
』
草
木
門
の
見
出
し
語
と
振
り
仮
名
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
を
「
漢
名
」
と
「
和
名
」
と
し
て
、
そ
の
対
応
を
先
行
す
る
本
草
関
係
の
文
献

と
対
照
し
た
。
対
照
し
た
文
献
は
林
羅
山
『
新
刊
多
識
編
』（
寛
永
八
年
・
一
六
三
一
刊
）

と
益
軒
「
本
草
綱
目
品
目
」（
寛
文
十
二
年
・
一
六
七
三
刊
。
以
下
、「
品
目
」
）
で
あ
る
。

磯
野
（
二
〇
〇
八
）
に
よ
れ
ば
、「
品
目
」
は
寛
文
十
二
年
本
『
本
草
綱
目
』
冒
頭
に
付

さ
れ
た
目
次
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
と
い
う
。
実
際
に
確
認
す
る
と
、
順
に
示
さ
れ

た
『
本
草
綱
目
』
の
見
出
し
語
（
漢
名
）
に
振
り
仮
名
（
和
名
）
が
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、『
多
識
編
』
は
、
中
田
・
小
林
（
一
九
七
七
）
に
よ
る
と
、
林
羅
山
注
四

（
一
五

八
三
～
一
六
五
七
）
が
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
を
基
に
編
ん
だ
書
物
で
、
『
本
草
綱
目
』

に
載
る
語
を
取
り
上
げ
、
各
語
に
つ
い
て
漢
字
の
異
表
記
を
示
す
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に

羅
山
が
和
名
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、『
新
刊
多
識
編
』
、「
品
目
」
両
書

に
お
け
る
漢
名
と
和
名
の
対
応
は
多
く
が
相
違
す
る
こ
と
が
磯
野
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

鬼
頭
（
二
〇
二
二
ａ
）
で
、『
和
爾
雅
』
、「
品
目
」
、『
新
刊
多
識
編
』
の
三
書
に
関
し
、

漢
名
と
和
名
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、『
和
爾
雅
』
と
過
不
足
な
く
一
致
す
る

も
の
が
『
新
刊
多
識
編
』
で
は
約
二
五
％
と
少
な
い
一
方
で
、「
品
目
」
で
は
約
七
四
％

で
あ
っ
た
。
他
方
、
全
く
相
違
す
る
も
の
は
『
新
刊
多
識
編
』
で
約
三
六
％
だ
が
、「
品

目
」
で
は
約
五
％
と
少
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
鬼
頭
（
二
〇
二
二
ｂ
）
で
は

『
和
爾
雅
』
、
「
品
目
」
両
書
と
も
、
益
軒
・
好
古
の
出
身
地
で
あ
る
筑
紫
の
俚
言
が
多

い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
二
つ
の
結
果
は
益
軒
が
『
和
爾
雅
』
の
本
草
学
関
係
の
記

述
に
影
響
し
、
重
要
な
典
拠
と
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
和
爾
雅
』
が
ど
の
よ
う
な
書
物
を
用
い
て
編
ま
れ
た
か
は
「
和

爾
雅
凡
例
」
に
見
え
る
が
、
益
軒
の
名
前
や
書
名
は
一
切
挙
が
ら
な
い
。
以
上
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
鬼
頭
（
二
〇
二
二
ａ:

三
〇)

で
は
次
の
こ
と
を
指
摘
し
た
。

「
和
爾
雅
凡
例
」
に
「
本
草
綱
目
品
目
」
の
名
は
挙
が
ら
な
い
。
笹
原
（
二
〇
〇

七
）
、
野
口
（
二
〇
二
〇
）
の
指
摘
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
複
数
の
益
軒
の
書
物
が

「
和
爾
雅
凡
例
」
に
名
が
挙
が
ら
な
い
も
の
の
『
和
爾
雅
』
を
編
む
中
で
用
い
ら

れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

一
方
で
、
鬼
頭(

二
〇
二
二
ａ)

で
は
課
題
と
し
て
、「
品
目
」
が
『
本
草
綱
目
』
の
見

出
し
語
を
順
に
並
べ
て
振
り
仮
名
の
形
で
和
名
を
付
し
た
の
み
の
書
物
で
あ
り
、『
和
爾

雅
』
の
注
文
に
相
当
す
る
記
述
が
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
に
注
文
を
構
成
し
た
か
は
「
品

目
」
を
検
討
す
る
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
を
挙
げ
た
。

「
品
目
」
に
は
注
文
の
よ
う
な
記
述
が
な
い
た
め
に
、
好
古
と
益
軒
の
示
す
漢
名
と

和
名
の
対
応
が
異
な
る
場
合
な
ぜ
異
な
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
文
献
を
参
照
し

た
結
果
、
そ
の
よ
う
な
状
況
が
生
じ
た
か
な
ど
は
判
然
と
し
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
鬼
頭(

二
〇
二
二
ａ)

を
受
け
て
、「
品
目
」
以
外
の
益
軒
の
手
に

よ
る
書
物
で
、
注
文
を
含
む
も
の
を
用
い
て
検
討
を
行
う
。

さ
ら
に
、
注
文
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
で
既
に
存
在
す
る
益
軒
の
成
果
を
ど
の

よ
う
に
利
用
し
て
い
る
の
か
考
え
る
。

寛
文
十
二
年
版
『
本
草
綱
目
』
に
着
目
す
る
と
、「
品
目
」
の
ほ
か
、
益
軒
の
手
に
よ

る
「
本
草
名
物
附
録
」
（
以
下
、
「
附
録
」
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「
附
録
」
は
寛
文
一

二
年
版
『
本
草
綱
目
』
に
「
附
録
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
て
」
（
磯
野
二
〇
〇
八:

一
一

一
）
い
る
も
の
で
、
『
益
軒
全
集
巻
之
六
』
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
「
本
草
名
物
附
錄
は
、

本
草
綱
目
品
目
の
附
錄
に
し
て
、
本
草
綱
目
の
遺
漏
を
補
ひ
て
、
そ
の
品
目
を
舉
げ
、

各
旁
訓
を
施
し
、
ま
た
本
草
綱
目
に
載
す
る
所
の
も
の
に
つ
き
て
、
特
に
先
生
自
ら
の
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見
解
を
加
へ
た
る
も
の
も
あ
り
」
（
益
軒
会
編
一
九
七
三
：
凡
例
二
）
と
さ
れ
る
。
「
附

録
」
の
記
述
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
一
）
告
天
子

ヒ

ハ

リ

出
于
三
才
圖
繪
、
又
常
熟
縣
志
曰
一
名
噪
天
、
又
江
陰
縣
志
告
天

「
附
」
八
ウ

こ
の
よ
う
に
「
附
録
」
で
は
漢
名
と
和
名
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
注
文
も
示
さ
れ
る
。

「
附
録
」
を
用
い
て
対
照
を
行
う
こ
と
で
、
漢
名
と
和
名
の
対
応
と
い
う
観
点
の
み
な

ら
ず
、
注
文
の
側
面
か
ら
も
検
討
が
で
き
る
。
こ
の
点
で
よ
り
多
角
的
に
分
析
が
で
き

よ
う
。
特
に
注
文
で
考
察
の
過
程
が
示
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
漢
名
と
和
名
の
対

応
の
要
因
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
可
能
性
を
含
む
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、「
附
録
」
と

『
和
爾
雅
』
の
対
照
を
行
う
。

二二
．．
漢漢
名名
とと
和和
名名
のの
対対
応応
にに
つつ
いい
てて
のの
検検
討討
箇箇
所所

『
和
爾
雅
』
の
各
項
目
は
漢
字
の
見
出
し
語
、
カ
タ
カ
ナ
の
振
り
仮
名
、
訓
点
付
き

漢
文
の
注
文
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
注
文
は
欠
く
こ
と
が
あ
る
。
項
目
「
桔

梗
」
を
例
と
し
て
示
す
。

（
二
）

キ
キ
ヤ
ウ

キ
チ
カ
ウ

桔
梗

一
名
梗
草
注
五

『
和
』
巻
七
・
七
オ

こ
の
例
で
は
見
出
し
語
が
「
桔
梗
」
、
振
り
仮
名
が
「
キ
キ
ヤ
ウ
、
キ
チ
カ
ウ
」
、
注

文
が
「
一
名
梗
草
」
で
あ
る
。『
和
爾
雅
』
に
つ
い
て
、
見
出
し
語
を
漢
名
、
振
り
仮
名

を
和
名
と
し
て
そ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

次
に
、
「
附
録
」
に
つ
い
て
も
用
例
を
挙
げ
、
検
討
箇
所
を
示
す
。

（
一
：
再
掲
）
告
天
子

ヒ

ハ

リ

出
于
三
才
圖
繪
、
又
常
熟
縣
志
曰
一
名
噪
天
、
又
江
陰
縣
志

告
天

今
回
は
、
目
的
に
従
っ
て
「
附
録
」
に
つ
い
て
も
見
出
し
語
を
漢
名
、
振
り
仮
名
を

和
名
と
し
て
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

ま
た
、
両
書
の
漢
名
（
見
出
し
語
）
の
表
記
が
相
違
し
て
い
て
も
、「
附
録
」
の
注
文

に
『
和
爾
雅
』
の
見
出
し
語
が
出
て
い
る
か
、『
和
爾
雅
』
の
注
文
に
「
附
録
」
の
見
出

し
語
が
出
て
い
る
か
を
確
認
し
、
注
文
の
記
述
か
ら
異
名
同
物
で
あ
る
と
判
断
で
き
る

場
合
、
検
討
対
象
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
異
名
同
物
を

指
す
と
み
て
い
る
。

（
三
）
苗
蝦

ア

ミ 
 

海
物
異
名
記
曰
又
謂
之
醬
蝦
、
細
如
針
芒
海
濵
人
鹽
以
爲
醬 

「
附
」
六
ウ

（
四
）
醤
蝦

ア

ミ 
 

苗
蝦
、
線
蝦
、
泥
鰕
、
並
同

『
和
』
巻
之
六
・
一
二
オ

（
三
・
四
）
で
は
『
和
爾
雅
』
の
見
出
し
語
「
醤
蝦
」
に
つ
い
て
「
附
録
」
で
は
「
又

謂
之
醬
蝦
」
と
し
、「
附
録
」
の
見
出
し
語
「
苗
蝦
」
に
つ
い
て
『
和
爾
雅
』
は
「
苗
蝦

（
中
略
）
並
同
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
両
者
の
見
出
し
語
は
異
な
る
も
の
の
、

異
名
同
物
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
た
め
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
漢
名
と
和
名
の
対
応
を

対
照
す
る
。

（
五
）
鰹
魚

カ

ツ

ヲ

洞
詮
類
要
曰
一
名
肥
満
魚
（
中
略
）
順
和
名
抄
曰
鰹
加
豆
乎
、
式
文

用
堅
魚
二
字
〇
東
醫
寶
鑑
云
松
魚
（
中
略
）
篤
信
案
鰹
魚
、
本
邦
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生
南
海
如
北
海
無
之
、
東
醫
寚
鑑
所
謂
松
魚
亦
其
形
狀
與
鰹
魚
同

「
附
」
七
オ

（
六
）
松

魚

カ
ツ
ヲ
ウ
ヲ

 

出
于
東
醫
寶
鑑
、
日
本
所
謂
加
豆
乎
、
蓋
是
也
、
和
名
抄
、
萬
葉
集

等
鰹
訓
加
豆
乎
、
非
是

『
和
』
巻
之
六
・
一
二
ウ

（
七
）
蜥
蜴

シ
ヽ
ム
シ

明
謝
肇
淛
文
海
披
砂
云
在
壁
曰
蝘
蜓
常
近
人
無
毒
尾
撃
之
輒
斷
、
在

草
曰
蜥
蜴
毒
甚
於
蛇
、
又
名
蛇
醫
、
毛
詩
傳
胡
爲
虺
蜴
是

「
附
」
六
ウ

（
八
）
石
龍
子

ト

カ

ゲ

蜥
蜴
、
山
龍
子
、
石
蜴
、
並
同

『
和
』
巻
之
六
・
一
〇
オ

（
五
・
六
）
で
は
漢
名
が
そ
れ
ぞ
れ
「
鰹
魚
」
、
「
松
魚
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
両
書

と
も
「
東
醫
寚
（
寶
）
鑑
」
に
載
る
「
松
魚
」
の
記
述
の
関
連
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
加
豆
乎
」
＝
「
松
魚
」
＝
「
鰹
魚
」
と
す
る
か
（
附
録
）
、
「
加
豆
乎
」
＝
「
松
魚
」

≠

「
鰹
（
魚
）
」
と
す
る
か
（
和
爾
雅
）
の
違
い
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
加
豆
乎
」
を

「
東
醫
寶
鑑
」
の
「
松
魚
」
と
結
び
付
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、（
五
）
で
は
「
東
醫
寚
鑑

所
謂
松
魚
亦
其
形
狀
與
鰹
魚
同
」
と
し
て
い
る
点
で
両
書
は
異
名
同
物
を
示
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
七
・
八
）
で
は
漢
名
を
そ
れ
ぞ
れ
「
蜥
蜴
」
、
「
石
龍
子
」
と
し
て
い
る
が
、
（
八
）

で
「
蜥
蜴
」
が
「
石
龍
子
」
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
両
書
の

漢
名
は
相
違
す
る
も
の
の
、
異
名
同
物
を
指
す
も
の
と
し
て
扱
え
よ
う
。
ま
た
、
次
の

よ
う
な
見
出
し
の
字
体
が
異
な
る
例
も
検
討
対
象
と
し
た
。

（
九
）
怕
痒
樹

サ
ル
ス
ベ
リ

一
名
猴
剌
脱
、
花
曰
紫
薇
花
、
又
名
百
日
紅

「
附
」
四
ウ

（
一
〇
）

サ

ル

ス

ベ

リ

ヒ
ヤ
ク
ジ
ツ
カ
ウ

帕

痒

樹 

猴
剌
脱
同
、
其
花
曰
紫
薇
花
、
又
名
百
日
紅

『
和
』
巻
七
・
二
一
オ

（
九
）
は
一
字
目
を
「
怕
」
と
す
る
か
「
帕
」 

で
相
違
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
た
だ

し
、
版
本
に
し
た
時
の
表
記
の
差
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

注
文
を
参
照
し
、
異
名
同
物
に
関
す
る
記
述
と
み
ら
れ
る
か
検
討
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

異
名
同
物
と
み
な
し
う
る
も
の
に
つ
い
て
は
検
討
対
象
と
し
て
い
る
注
六

。
（
三
）
か
ら

（
一
〇
）
の
例
に
つ
い
て
は
『
和
爾
雅
』
、
「
附
録
」
両
書
で
示
さ
れ
る
漢
名
が
異
な
る

も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
名
同
物
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
鬼
頭
（
二
〇
二
二
ａ)

で
は

注
文
を
使
っ
た
検
討
を
し
て
い
な
い
の
で
、
異
名
同
物
に
関
し
て
は
検
討
で
き
な
か
っ

た
。
本
稿
で
は
注
文
を
使
っ
た
検
討
を
行
い
、
両
書
の
漢
名
が
異
な
る
場
合
で
も
、
異

名
同
物
で
あ
る
と
み
な
せ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
漢
名
が
一
致
す
る
事
例
と
同
様
に
扱

う
こ
と
と
す
る
。

三三
．．
対対
照照
のの
方方
法法
とと
観観
点点

対
照
の
方
法
に
つ
い
て
は
鬼
頭(

二
〇
二
二
ａ)

と
同
じ
も
の
と
す
る
。
用
い
ら
れ
る

仮
名
や
仮
名
遣
い
、
濁
点
の
付
し
方
、
和
名
が
現
れ
る
順
序
が
相
違
す
る
場
合
の
扱
い

は
次
の
①
か
ら
③
の
通
り
と
す
る
。

①
本
稿
で
は
仮
名
遣
い
が
相
違
し
て
い
て
も
同
じ
音
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
も
の
（
「
イ
」

と
「
ヒ
」
と
「
ヰ
」
な
ど
）
は
同
じ
音
と
み
な
し
た
。

②
濁
点
の
付
し
方
が
各
書
に
よ
っ
て
違
う
場
合
、
清
濁
が
対
応
す
る
も
の
（
「
「
ケ
」
と

「
ゲ
」
な
ど
）
は
一
致
す
る
と
み
な
し
た
。

③
和
名
と
し
て
現
れ
る
順
序
（
振
り
仮
名
が
右
か
左
か
な
ど
）
に
つ
い
て
は
各
書
で
相

違
す
る
か
、
一
致
す
る
か
を
今
回
検
討
し
て
い
な
い
。
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ま
た
、
鬼
頭(

二
〇
二
二
ａ)

と
比
較
の
観
点
も
そ
ろ
え
る
。
漢
名
と
和
名
の
対
応
が

『
和
爾
雅
』
で
示
さ
れ
る
も
の
と
過
不
足
な
く
一
致
す
る
か
ど
う
か
を
重
視
し
、
本
稿

で
は
比
較
し
た
結
果
を
次
の
分
類
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
分
け
た
。
分
類
Ｂ
に
つ
い
て
は
さ
ら

に
Ｂ
１
と
Ｂ
２
に
下
位
分
類
し
て
い
る
。

Ａ

漢
名
と
和
名
の
対
応
が
過
不
足
な
く
一
致
す
る
も
の
。

Ｂ

過
不
足
が
あ
る
も
の
の
、
両
書
の
漢
名
と
和
名
の
対
応
が
一
部
一
致
す
る
も
の
。

Ｂ
１

『
和
爾
雅
』
に
対
し
て
「
附
録
」
の
示
す
和
名
が
過
分
で
あ
る
も
の
。

Ｂ
２

『
和
爾
雅
』
に
対
し
て
「
附
録
」
の
示
す
和
名
が
不
足
す
る
も
の
。

Ｃ

載
っ
て
い
る
漢
名
と
和
名
の
対
応
が
全
て
一
致
し
な
い
も
の
。

ま
ず
、
分
類
Ａ
に
つ
い
て
漢
名
「
告
天
子
」
を
例
に
見
る
。
漢
名
「
告
天
子
」（
『
和
』

巻
之
六
・
八
ウ
、「
附
」
八
ウ
）
に
つ
い
て
『
和
爾
雅
』
は
「
ヒ
バ
リ
」
、「
附
録
」
で
は

「
ヒ
ハ
リ
」
を
対
応
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
両
者
の
示
す
対
応
は
過
不
足
な
く
一

致
し
て
い
る
の
で
、
分
類
Ａ
と
な
る
。

分
類
Ｂ
１
に
つ
い
て
漢
名
「
大
黄
蜂
」
、
「
方
頭
魚
」
を
例
と
し
て
み
る
。
漢
名
「
大

黄
蜂
」
（
『
和
』
巻
之
六
・
一
五
オ
、
「
附
」
六
オ
）
を
み
る
と
、
『
和
爾
雅
』
は
「
ヤ
マ

バ
チ
」
、
「
附
録
」
で
は
「
ヤ
マ
ハ
チ
・
ク
マ
バ
チ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。
こ

の
場
合
、『
和
爾
雅
』
よ
り
も
「
附
録
」
で
示
さ
れ
る
和
名
が
多
く
、
過
分
で
あ
る
。
次

に
分
類
Ｂ
２
に
つ
い
て
例
示
す
る
。
漢
名
「
方
頭
魚
」（
『
和
』
巻
之
六
・
一
二
ウ
、「
附
」

七
オ
）
を
み
る
と
、『
和
爾
雅
』
は
「
ク
ズ
ナ
・
カ
ナ
ガ
シ
ラ
」
、「
附
録
」
で
は
「
ク
ズ

ナ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。『
和
爾
雅
』
よ
り
も
「
附
録
」
で
示
さ
れ
る
和
名
が

少
な
く
、
不
足
す
る
。
以
上
の
Ｂ
１
、
Ｂ
２
を
併
せ
て
示
す
際
に
は
、
分
類
Ｂ
と
呼
ぶ
。

分
類
Ｃ
に
つ
い
て
、
ま
ず
、『
和
爾
雅
』
で
示
さ
れ
る
和
名
が
一
つ
で
あ
る
も
の
を
み

る
。
漢
名
「
草
蛭
」
（
『
和
』
巻
之
六
・
一
六
オ
、
「
附
」
六
オ
）
を
み
る
と
『
和
爾
雅
』

に
は
「
ク
サ
ビ
ル
」
、
「
附
録
」
で
は
「
ヤ
マ
ヒ
ル
」
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
お
り
、
両

書
の
対
応
は
相
違
す
る
。
次
に
、
和
名
が
複
数
示
さ
れ
る
例
を
み
る
。
漢
名
「
鹿
尾
菜
」

（
『
和
』
巻
七
・
五
ウ
、
「
附
」
二
ウ
）
を
見
る
と
『
和
爾
雅
』
に
は
「
ロ
ク
ミ
サ
イ
・

ヒ
ジ
キ
」
、
「
附
録
」
で
は
「
ヒ
ス
キ
モ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
お
り
、
相
違
す
る
。

こ
う
し
た
も
の
を
分
類
Ｃ
と
し
た
。

分
類
Ａ
の
割
合
が
多
け
れ
ば
、
両
書
が
よ
く
一
致
す
る
こ
と
を
示
す
。
一
方
で
、
分

類
Ｃ
の
割
合
が
多
け
れ
ば
、
両
書
が
一
致
し
な
い
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
分
類
Ｂ
１
に

つ
い
て
は
分
類
Ａ
と
類
似
す
る
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
「
附
録
」
の
一
部
を
利
用
し
な

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
分
類
Ｂ
２
は
「
附
録
」
以
外
の
書
物
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
た

め
、
分
類
Ｃ
に
類
似
す
る
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
鬼
頭
（
二
〇
二
二
ａ
）
で
は
、『
和
爾
雅
』
と
「
品
目
」
の

和
名
の
対
応
の
割
合
は
分
類
Ａ
が
七
割
を
超
え
、
分
類
Ｃ
は
約
五
％
で
あ
る
一
方
で
、

他
方
、『
和
爾
雅
』
と
『
新
刊
多
識
編
』
と
の
対
照
で
は
分
類
Ａ
が
約
二
六
％
、
分
類
Ｃ

が
約
三
六
％
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
た
。

四四
．．
観観
察察
のの
結結
果果

両
書
と
も
に
載
る
漢
名
が
一
四
六
例
存
在
し
、
そ
の
う
ち
、
和
名
が
示
さ
れ
な
い
も

の
が
五
例
存
在
し
た
。
残
る
一
四
一
例
に
つ
い
て
対
照
し
、
分
類
Ａ
～
Ｃ
に
分
け
た
結

果
を
表
一
に
示
す
。
参
考
と
し
て
、
鬼
頭(

二
〇
二
二
ａ)

で
「
品
目
」
と
『
和
爾
雅
』

草
木
門
を
対
照
し
た
結
果
を
示
す
。
各
行
の
数
字
は
用
例
数
で
、
カ
ッ
コ
内
は
百
分
率

で
あ
る
。
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【
表
一
】
『
和
爾
雅
』
と
「
附
録
」
の
対
照
結
果
注
七

分
類
Ａ
は
「
品
目
」
と
『
和

爾
雅
』
草
木
門
を
対
照
し
た
結

果
よ
り
、
や
や
割
合
が
低
い
も

の
の
、
「
品
目
」
と
比
較
し
た

と
き
と
同
様
、
約
七
割
は
存
在

す
る
。
一
方
、
「
品
目
」
と
対

照
し
た
際
に
は
分
類
Ｂ
（
Ｂ
１
、

Ｂ
２
）
よ
り
も
分
類
Ｃ
が
明
ら

か
に
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
附
録
」
と
『
和
爾
雅
』
を
対
照
し
た
限
り
、
分
類
Ｂ
と

分
類
Ｃ
の
割
合
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
分
類
Ｃ
の
割
合
が
や
や
多
い
こ
と
が

分
か
る
。
分
類
Ｂ
の
二
一
例
の
内
、
Ｂ
２
は
一
九
例
存
在
す
る
。
ま
た
、
分
類
Ｃ
の
割

合
は
「
品
目
」
と
対
照
し
た
結
果
よ
り
も
多
か
っ
た
も
の
の
、
分
類
Ａ
や
分
類
Ｂ
１
も

少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、「
附
録
」
に
つ
い
て
も
『
和
爾
雅
』
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
参
照

し
た
部
分
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
示
す
。
た
だ
し
、
記
述
を
検
討
し
た
結
果
、
他
の
文

献
に
依
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
た
た
め
、「
品
目
」
と
の
対
照
の
結
果
よ
り
も
分
類
Ｂ
２

や
分
類
Ｃ
が
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
益
軒
の
著
作
で
あ
っ
て
も
、
書
物
に
よ
り
、

そ
の
影
響
の
あ
り
よ
う
が
違
う
こ
と
を
示
唆
す
る
。

四四
．．
一一
．．
草草
木木
門門
のの
みみ
をを
対対
象象
とと
しし
たた
場場
合合

前
節
で
み
た
も
の
は
『
和
爾
雅
』
の
部
門
に
つ
い
て
制
限
し
て
い
な
い
。
鬼
頭
（
二

〇
二
二
ａ
）
と
対
照
す
る
部
門
を
揃
え
て
、「
附
録
」
と
『
和
爾
雅
』
草
木
門
の
み
を
対

照
し
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
表
二
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

【
表
二
】
『
和
爾
雅
』
草
木
門
と
「
附
録
」
の
対
照
結
果

こ
の
結
果
は
「
附
録
」
全
体
に
つ
い
て
『
和
爾
雅
』

と
対
照
し
た
も
の
と
大
き
く
相
違
し
な
い
。
つ
ま
り
、

分
類
Ａ
が
約
七
割
で
、
分
類
Ｂ
・
Ｃ
が
そ
れ
ぞ
れ
同
じ

程
度
と
い
う
様
相
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
検
討
し

た
箇
所
に
よ
る
結
果
の
偏
り
も
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
「
附
録
」
の
漢
名
と
和
名
の
対
応
は
「
品
目
」
の
物
よ
り
、
『
和
爾
雅
』
に
示

さ
れ
る
も
の
と
共
通
し
な
い
と
い
え
る
。
と
は
い
え
Ａ
が
七
割
近
く
存
在
し
、
両
書
で

示
す
も
の
が
多
く
一
致
す
る
。「
品
目
」
よ
り
は
他
の
文
献
を
参
考
に
す
る
点
が
多
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
附
録
」
に
示
さ
れ
る
漢
名
と
和
名
の
対
応
が
『
和
爾
雅
』
の
編

纂
に
お
い
て
、
参
照
さ
れ
、
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。

五五
．．
注注
文文
にに
関関
すす
るる
検検
討討

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
「
附
録
」
と
『
和
爾
雅
』
両
書
の
漢
名
と
和
名
の
対
応
の
傾

向
は
、「
品
目
」
と
対
照
し
た
結
果
と
お
よ
そ
類
似
し
て
い
た
。
続
け
て
、
注
文
の
様
相

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
対
象
と
す
る
の
は
先
に
漢
名
と
和
名
の
対
応
に
つ
い
て
み
た
一

四
一
の
項
目
と
し
、
そ
れ
ら
の
注
文
に
関
し
て
「
附
録
」
、
『
和
爾
雅
』
で
の
様
相
を
検

討
す
る
。
注
文
の
対
照
に
つ
い
て
も
漢
名
と
和
名
の
対
応
と
同
様
に
記
述
の
過
不
足
と

い
う
観
点
を
用
い
、
Ａ
、
Ｂ
１
、
Ｂ
２
、
Ｃ
の
四
つ
に
分
類
す
る
。

五五
．．
一一
．．
注注
文文
分分
類類
のの
基基
準準

分
類
Ａ
の
例
を
示
す
（
一
一
～
一
四
）
。
こ
れ
は
「
附
録
」
と
『
和
爾
雅
』
の
両
書
の

附録との対照結果

98(69.50) 分類Ａ

2( 1.42) 分類Ｂ１

19(13.48) 分類Ｂ２

22(15.60) 分類Ｃ

141(  100) 合計

【参考】品目との対照結果

144 (74.2) 分類Ａ

40 (20.6) 分類Ｂ

10（ 5.2) 分類Ｃ

194 ( 100) 合計

対照結果 分類

32(68.09) Ａ

0(    0) Ｂ１

7(14.89) Ｂ２

8(17.02) Ｃ

47(  100) 合計

− 49 (　) −6
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注
文
が
過
不
足
な
く
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
両
書
と
も
に
注
文
が
な
い
も
の
（
一
三
・

一
四
）
を
含
む
。（
一
三
・
一
四
）
の
よ
う
に
両
書
と
も
注
文
が
な
い
も
の
は
七
組
存
在

し
た
。

（
一
一
）

〓
カ
イ
ツ
ブ
リ

字
彙
云
好
入
水
食
、
似
鳬
而
小

「
附
」
八
ウ

（
一
二
）

〓
カ
イ
ツ
ブ
リ

注
八

字
彙
云
好
入
水
食
、
似
鳬
而
小

『
和
』
巻
之
六
・
六
ウ

（
一
三
）
矮
鷄

チ

ヤ

ボ

「
附
」
八
オ

（
一
四
）
矮
鷄

チ

ヤ

ボ

『
和
』
巻
之
六
・
七
オ

た
だ
し
、
注
文
は
そ
の
性
格
上
、
同
じ
内
容
の
記
述
を
意
図
し
た
と
み
ら
れ
る
場
合

で
も
、
表
現
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。（
一
五
・
一
六
）
で
は
両
書
と
も
出
典
と
し
て
「
閩

書
」
を
挙
げ
る
こ
と
を
意
図
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
表
現
の
仕
方
は
異
な
る
。
ま
た
、

（
九
・
一
〇
）
で
は
「
一
名
」
と
す
る
か
、
し
な
い
か
、「
其
花
曰
紫
薇
花
」
と
す
る
か
、

「
花
曰
紫
薇
花
」
と
い
う
点
で
相
違
す
る
。
こ
う
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
内
容
が
一
致

し
、
過
不
足
が
な
い
た
め
、
分
類
Ａ
と
し
た
。

（
一
五
）
鰈
魦
魚

ク

ツ

ソ

コ

閩
書

「
附
」
六
ウ

（
一
六
）
鰈
魦
魚

ク
ツ
ソ
コ
ガ
レ
イ

 

出
于
閩
書

『
和
』
巻
之
六
・
一
一
ウ

（
九
：
再
掲
）

怕
痒
樹

サ
ル
ス
ベ
リ

一
名
猴
剌
脱
、
花
曰
紫
薇
花
、
又
名
百
日
紅

（
一
〇
：
再
掲
）

サ

ル

ス

ベ

リ

ヒ
ヤ
ク
ジ
ツ
カ
ウ

帕

痒

樹 

猴
剌
脱
同
、
其
花
曰
紫
薇
花
、
又
名
百
日
紅

次
に
分
類
Ｂ
１
の
例
を
示
す
（
一
七
～
二
二
）
。
こ
れ
は
「
附
録
」
と
共
通
す
る
部
分

が
あ
る
が
、
一
部
を
使
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
共
通
す
る
」
は
分

類
Ａ
の
時
と
同
様
、
全
く
同
じ
も
の
だ
け
で
な
く
同
じ
内
容
の
記
述
を
意
図
し
た
と
み

ら
れ
る
も
の
を
含
む
（
二
一
・
二
二
）
。
「
共
通
す
る
」
に
関
し
て
は
以
下
も
同
様
の
基

準
と
す
る
。
共
通
す
る
「
附
録
」
の
記
述
に
傍
線
を
付
す
。

（
一
七
）

ア

ホ

ウ

ト

リ

ラ
イ
○
ヲ
キ
ノ
タ
イ
フ

信

天

翁 

一
名
漫
畫
又
名
信
天
緣
、
見
于
潛
確
類
書
、
事
言
要
玄

「
附
」
八
オ

（
一
八
）

ア

ホ

ウ

ド

リ

 

ラ
イ
信

天

翁 
 
 

一
名
漫
畫
、
見
于
潜
確
類
書

『
和
』
巻
之
六
・
九
オ

（
一
九
）
松
蕈

マ
ツ
タ
ケ

陳
仁
玉
菌
譜
曰
出
松
陰
、
凡
物
松
出
無
不
可
愛
者
、
治
溲
濁
不
禁
食

之
有
效
、
又
松
耳
東
醫
寶
鑑
曰
性
平
味
甘
無
毒
、
甚
香
美
有
松
氣
、

生
山
中
古
松
樹
下
、
假
粉
氣
而
生
、
木
蕈
中
第
一
也

「
附
」
五
ウ

（
二
〇
）
松
蕈

マ
ツ
ダ
ケ

陳
仁
玉
菌
譜
曰
松
蕈
生
松
陰
、
凡
物
松
出
無
不
可
愛
者
、
治
溲
濁
不

禁
食
之
有
效

『
和
』
巻
七
・
五
オ

（
二
一
）
菊
虎

キ
ク
ス
イ

一
名
菊
牛
、
農
政
全
書

「
附
」
六
オ

（
二
二
）
菊
虎

キ
ク
ス
ヒ

見
于
農
政
全
書

『
和
』
巻
之
六
・
一
九
オ

次
に
分
類
Ｂ
２
の
例
を
示
す
（
二
三
～
二
八
）
。
「
附
録
」
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る

も
の
の
、「
附
録
」
に
は
見
ら
れ
な
い
記
述
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
分
類
Ｃ
と
同
じ
く
「
附

録
」
以
外
の
文
献
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
共
通
す
る
「
附
録
」
の
記
述
に
傍

線
を
付
す
。
ま
た
、
分
類
Ｂ
１
で
は
、『
和
爾
雅
』
の
記
述
は
基
本
的
に
す
べ
て
「
附
録
」

に
載
る
た
め
、『
和
爾
雅
』
の
記
述
に
傍
線
を
付
さ
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
分
類
Ｂ
２
は

『
和
爾
雅
』
の
記
述
の
う
ち
に
、
「
附
録
」
に
載
ら
な
い
部
分
が
あ
る
た
め
、
「
附
録
」

と
共
通
す
る
箇
所
を
示
す
た
め
に
『
和
爾
雅
』
の
記
述
に
も
傍
線
を
付
し
た
。

（
二
三
）
海
髪

イ

キ

ス

順
和
名
抄
〇
篤
信
云
案
此
物
有
毒
不
可
食
徃
徃
殺
人

− 48 (　) −7
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「
附
」
二
ウ

（
二
四
）
海
髪

イ

ギ

ス

見
于
和
名
抄
、
又
云
小
凝
菜

『
和
』
巻
七
・
五
ウ

（
二
五
）
平
地
木

ヤ
マ
タ
チ
ハ
ナ

出
于
遵
生
八
牋
及
唐
詩
畫
譜
、
又
号
通
仙
木
、
小
靑
樹

「
附
」
四
オ
・
ウ

（
二
六
）
平
地
木

タ

チ

バ

ナ

高
五
六
寸
而
有
小
紅
實
者
見
于
遵
生
八
牋
及
畫
譜
、
又
名
小
青

樹
、
通
仙
木

『
和
』
巻
七
・
一
五
オ

（
二
七
）
果
下
馬

ト

サ

ゴ

マ

出
于
大
明
一
統
志

「
附
」
九
オ

（
二
八
）
果
下
馬

ト

サ

ゴ

マ

出
于
大
明
一
統
志
、
是
日
本
土
佐
駒
也『

和
』
巻
之
六
・
二
オ

最
後
に
分
類
Ｃ
の
例
を
示
す
（
二
九
～
三
二
）
。
一
切
、
「
附
録
」
の
記
述
を
含
ま
な

い
も
の
で
あ
る
。
（
三
一
・
三
二
）
は
「
附
録
」
に
注
文
が
な
い
も
の
の
、
『
和
爾
雅
』

に
注
文
が
み
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
も
の
は
二
三
組
注
九

存
在
し
た
。

（
二
九
）
油

桃

ツ
バ
イ
モ
ヽ

 

篤
信
曰
其
實
似
山
茶
子
、
本
草
綱
目
桃
條
下
有
之

「
附
」
五
オ

（
三
〇
）

ツ
バ
キ
モ
ヽ

ツ
ハ
イ
モ
ヽ

油

桃 

李
桃
、
光
桃
、
並
同

『
和
』
巻
之
六
・
二
六
ウ

（
七
：
再
掲
）
蜥
蜴

シ
ヽ
ム
シ 

 
 
 

明
謝
肇
淛
文
海
披
砂
云
在
壁
曰
蝘
蜓
常
近
人
無
毒
尾
撃
之
輒

斷
、
在
草
曰
蜥
蜴
毒
甚
於
蛇
、
又
名
蛇
醫
、
毛
詩
傳
胡
爲
虺

蜴
是
也

（
八
：
再
掲
）
石
籠
子

ト

カ

ゲ

蜥
蜴
、
山
龍
子
、
石
蜴
、
並
同

（
三
一
）
鶤
鷄

タ
ウ
マ
ル

「
附
」
八
オ

（
三
二
）
鶤
鷄

タ
ウ
マ
ル

傖
鷄
同

『
和
』
巻
之
六
・
七
オ

漢
名
と
和
名
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
と
同
様
、
分
類
Ａ
が
多
け
れ
ば
、
す

で
に
存
在
す
る
益
軒
の
著
作
や
成
果
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
他

方
、
分
類
Ｃ
が
多
い
場
合
は
益
軒
の
著
作
を
引
き
写
す
の
で
は
な
く
、
他
の
文
献
を
利

用
し
た
こ
と
を
示
す
。

ま
た
、
分
類
Ｂ
１
、
Ｂ
２
に
つ
い
て
も
Ａ
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
益
軒
の
著
作
が

参
考
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
Ｂ
２
は
Ｃ
と
同
様
に
、
益
軒
の
著
作
以
外
の
文

献
を
用
い
て
お
り
、
好
古
が
益
軒
の
単
な
る
引
き
写
し
を
行
う
だ
け
で
な
か
っ
た
こ
と

を
示
す
。
Ｂ
２
や
Ｃ
が
多
い
場
合
は
漢
名
と
和
名
の
対
応
と
異
な
る
状
況
で
あ
る
。

五五
．．
二二
．．
注注
文文
にに
つつ
いい
てて
のの
対対
照照
結結
果果
とと
分分
析析

先
の
基
準
に
従
っ
て
、
分
類
Ａ
か
ら
Ｃ
に
用
例
を
分
け
た
結
果
が
次
の
表
三
で
あ
る
。

【
表
三
】
『
和
爾
雅
』
と
「
附
録
」
の
注
文
の
様
相

表
三
か
ら
、
注
文
の
様
相
に
つ
い
て
も
過
不
足
な
く

一
致
す
る
も
の
は
存
在
す
る
も
の
の
、
漢
名
と
和
名
の

対
応
に
関
す
る
結
果
よ
り
は
、
益
軒
の
示
す
と
こ
ろ
を

そ
の
ま
ま
使
わ
な
い
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
特

に
分
類
Ｃ
の
割
合
は
三
割
を
超
え
て
お
り
、
漢
名
と
和

名
の
対
応
と
は
状
況
が
全
く
相
違
す
る
。
先
に
も
述
べ

た
よ
う
に
、
「
附
録
」
に
は
注
文
が
な
い
も
の
の
、
『
和
爾
雅
』
に
注
文
が
あ
る
も
の
が

二
三
例
存
在
し
、
こ
れ
は
全
体
の
一
六
・
三
一
％
で
あ
る
。
仮
に
、「
附
録
」
に
注
文
が

な
く
、『
和
爾
雅
』
に
注
文
が
あ
る
も
の
を
除
い
た
と
し
て
も
、
分
類
Ｃ
に
あ
た
る
も
の

は
二
五
例
（
一
七
・
七
三
％
）
存
在
す
る
。
ま
た
、
分
類
Ｂ
２
の
よ
う
に
「
附
録
」
に

注文の様相 分類

31(21.99) Ａ

20(14.18) Ｂ１

42(29.79) Ｂ２

48(34.04) Ｃ

141(  100) 合計

− 47 (　) −8
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見
ら
れ
な
い
記
述
を
持
つ
も
の
が
四
二
例
（
二
九
・
七
九
％
）
存
在
し
た
。
分
類
Ｂ
２

と
分
類
Ｃ
の
合
計
が
六
割
を
超
え
る
と
い
う
点
は
和
名
の
対
応
と
は
大
き
く
異
な
る
。

分
類
Ｂ
２
や
Ｃ
に
つ
い
て
「
附
録
」
に
見
え
な
い
記
述
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

か
を
見
よ
う
。
比
較
的
多
く
み
ら
れ
る
も
の
が
見
出
し
語
の
異
名
（
異
表
記
）
を
書
い

た
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
も
見
た
（
二
九
・
三
〇
）
や
（
三
一
・
三
二
）
や
、

次
に
示
す
（
三
三
～
四
二
）
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
特
に
、（
三
四
）
や
（
三
六
）
の

よ
う
に
、
出
典
を
示
さ
ず
に
異
名
が
連
ね
ら
れ
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。

（
三
三
）
山

礬

ヂ
ン
チ
ヤ
ウ

 

瑞
香
、
七
里
香

「
附
」
四
ウ

（
三
四
）

山

礬

チ
ン
チ
ヤ
ウ
ゲ 

 

芸
香
、
掟
花
、
七
里
香
、
並
同
、
和
名
沉
丁
花

『
和
』
巻
七
・
一
九
ウ

（
三
五
）
鱆
魚

イ
ヽ
ダ
コ

同
上(

稿
者
注
：
「
閩
書
」
の
こ
と)

「
附
」
六
ウ

（
三
六
）
鱆
魚

イ
ヽ
ダ
コ

望
潮
魚
同
、
見
于
閩
書

『
和
』
巻
之
六
・
一
一
ウ

（
三
七
）
海
膽

ウ

ニ

同
上(

稿
者
注
：
「
閩
書
」
の
こ
と)

「
附
」
八
オ

（
三
八
）
海
膽

ウ

ニ

見
于
閩
書
、
石
榼
、
靈
蠃
、
棘
甲
螺
、
蓋
皆
同
類
而
有
二
種

『
和
』
巻
之
六
・
一
四
ウ

―

一
五
オ

（
三
九
）
鳳
蝶

ア

ゲ

ハ

「
附
」
六
オ

（
四
〇
）
鳳
蝶

ア

ゲ

ハ

鳳
子
、
鳳
車
、
鬼
車
、
並
同

『
和
』
巻
之
六
・
一
五
ウ

（
四
一
）
映
山
紅

ヲ
ホ
キ
リ
シ
マ

「
附
」
四
オ

（
四
二
）
映
山
紅

ヲ
ホ
キ
リ
シ
マ

紅
躑
躅
同

『
和
』
巻
七
・
一
一
ウ

特
に
分
類
Ｃ
で
は
四
八
例
中
、
二
四
例
が
異
名
を
示
す
も
の
で
、
そ
の
う
ち
、
二
三

例
に
は
出
典
が
付
さ
れ
な
い
。
分
類
Ｂ
２
に
つ
い
て
も
、
異
名
が
増
加
し
、
文
献
名
は

示
さ
れ
な
い
も
の
が
四
二
例
中
、
九
例
存
在
す
る
。

こ
う
し
た
両
書
の
記
述
の
仕
方
の
違
い
は
『
和
爾
雅
』
が
辞
書
と
し
て
「
異
名
」
を

示
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
と
も
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
。「
和
爾
雅
凡
例
」
第
三
条
で
は

「
凡
そ
一
物
而
数
名
な
る
者
は
正
名
を
以
て
之
を
標
書
し
異
名
を
其
の
下
に
註
す
」
と

し
て
い
る
。
分
類
Ｃ
は
「
附
録
」
に
注
文
が
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
も
の
に
関

す
る
「
異
名
」
を
何
ら
か
の
文
献
、
特
に
辞
書
類
に
よ
っ
て
加
え
た
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
そ
の
多
く
に
は
典
拠
が
明
示
さ
れ
な
い
た
め
、
何
に
よ
っ
た
か
は
、
別
途
検
討
を

要
す
る
。

以
上
み
た
よ
う
に
、
漢
名
と
和
名
の
対
応
と
は
異
な
り
、
注
文
に
つ
い
て
は
一
致
し

な
い
も
の
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、「
附
録
」
に
見
え
な
い
記
述
を
含
む
も
の
も
多
く
見

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
様
相
か
ら
『
和
爾
雅
』
に
お
け
る
「
附
録
」
か
ら
の
直
接
の
影
響

は
、
漢
名
と
和
名
の
対
応
で
は
大
き
い
も
の
の
、
注
文
へ
の
影
響
は
比
較
的
少
な
い
と

い
え
る
。

五五
．．
三三
．．
和和
名名
のの
対対
応応
とと
注注
文文
のの
様様
相相
のの
関関
係係

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
「
附
録
」
の
注
文
か
ら
の
影
響
は
比
較
的
小
さ
い
と

み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
漢
名
と
和
名
の
対
応
と
注
文
の
様
相
に
何
ら
か
の
関
係
が
み
ら

れ
る
か
は
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
両
書
の
漢
名
と
和
名
の
対
応
、
注
文
の
対
応
に
つ

い
て
併
せ
て
み
る
と
、
表
四
の
よ
う
に
な
る
。
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【
表
四
】
漢
名
と
和
名
の
対
応
と
注
文
の
様
相
の
関
係
性
注
一
〇

表
四
か
ら
、
以
下
の
こ

と
が
わ
か
る
。
漢
名
と
和

名
の
対
応
で
は
分
類
Ａ

が
も
っ
と
も
多
い
も
の

の
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、

注
文
の
様
相
が
分
類
Ａ

か
ら
Ｃ
の
い
ず
れ
か
に

偏
る
と
い
う
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
、
和
名
の
対

応
が
分
類
Ａ
の
と
き
、
注

文
の
様
相
は
、
分
類
Ｂ
２

が
最
も
多
く
、
分
類
Ｃ
が

こ
れ
に
次
ぐ
。
こ
の
二
つ

が
和
名
の
対
応
が
分
類

Ａ
で
あ
る
九
八
例
中
の

約
六
割
を
占
め
る
。
つ
ま

り
、
和
名
が
両
書
で
過
不

足
な
く
一
致
す
る
と
し
て
も
、
注
文
は
一
致
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
他
の
文
献
に
よ
る

部
分
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

注
文
の
様
相
か
ら
見
れ
ば
、
分
類
Ａ
・
Ｂ
１
・
Ｂ
２
で
あ
る
場
合
、
漢
名
と
和
名
の

対
応
は
七
割
以
上
が
分
類
Ａ
と
な
る
。
例
と
し
て
、
注
文
の
様
相
が
分
類
Ａ
で
あ
る
三

一
例
を
み
る
、
二
三
例
（
七
四
・
一
九
％
）
が
和
名
の
対
応
に
お
い
て
分
類
Ａ
と
な
る
。

注
文
が
過
不
足
な
く
一
致
す
る
場
合
、
和
名
に
つ
い
て
も
一
致
す
る
も
の
が
多
い
と
い

え
よ
う
。
そ
の
一
方
で
、
注
文
の
様
相
が
分
類
Ｃ
と
な
る
四
八
例
の
う
ち
、
和
名
の
対

応
が
分
類
Ａ
で
あ
る
の
は
二
五
例
と
五
割
程
度
で
、
分
類
Ｂ
２
と
分
類
Ｃ
が
合
わ
せ
て

二
二
例
と
お
よ
そ
四
五
％
存
在
す
る
。

こ
の
こ
と
は
注
文
の
様
相
が
益
軒
の
示
す
と
こ
ろ
に
一
致
し
な
い
場
合
、
和
名
も
ま

た
、
益
軒
の
示
す
と
こ
ろ
に
一
致
し
な
い
も
の
が
比
較
的
多
い
こ
と
を
示
す
。

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
「
附
録
」
、
『
和
爾
雅
』
両
書
の
注
文
の
様
相
は
漢
名
と
和

名
の
対
応
と
は
異
な
り
、
益
軒
の
示
す
と
こ
ろ
と
一
致
し
な
い
も
の
が
多
い
。
ま
た
、

和
名
の
対
応
と
注
文
の
様
相
の
間
に
関
係
は
あ
ま
り
見
だ
せ
ず
、
漢
名
と
和
名
の
対
応

が
過
不
足
な
く
一
致
す
る
場
合
で
も
注
文
に
つ
い
て
は
全
て
も
し
く
は
一
部
が
他
の
文

献
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

六六
．．
まま
とと
めめ
とと
今今
後後
のの
課課
題題

以
上
、
益
軒
「
附
録
」
と
好
古
『
和
爾
雅
』
の
漢
名
と
和
名
の
対
応
を
検
討
し
た
。

『
和
爾
雅
』
に
つ
い
て
漢
名
と
和
名
の
対
応
を
益
軒
「
品
目
」
と
対
照
し
た
結
果
と
比

べ
る
と
、
分
類
Ａ
が
や
や
少
な
い
も
の
の
、
約
七
割
存
在
し
て
お
り
、
益
軒
か
ら
影
響

を
受
け
、
益
軒
の
示
す
と
こ
ろ
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
示

す
。一

方
で
、「
品
目
」
と
対
照
し
た
際
の
結
果
と
は
異
な
り
、
分
類
Ｃ
は
分
類
Ｂ
と
同
じ

程
度
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
分
類
Ｃ
の
割
合
は
「
品
目
」
よ
り
も
高
い
。
こ
う
し
た

状
況
か
ら
は
、
元
と
な
っ
た
書
物
に
よ
っ
て
漢
名
と
和
名
の
対
応
に
つ
い
て
の
益
軒
の

影
響
の
在
り
方
も
異
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
和
名
に
つ
い
て
の
出
典
は
『
和
爾
雅
』

で
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
本
草
学
関
係
の
部
門
に
お
け
る

和
名
に
つ
い
て
は
益
軒
が
示
す
と
こ
ろ
が
参
考
と
な
っ
た
こ
と
を
示
せ
た
と
考
え
る
。

ま
た
、
注
文
に
つ
い
て
も
「
附
録
」
と
対
照
し
た
。
そ
の
結
果
、
漢
名
と
和
名
の
対

注文の様相

合計 Ｃ Ｂ２ Ｂ１ Ａ

98

(69.50)

25

(17.73)

34

(24.11)

16

(11.35)

23

(16.31)
A

和
名
の
対
応

2

( 1.42)

1

( 0.71)

0

(    0)

1

( 0.71)

0

(    0)

Ｂ

１

19

(13.48)

10

( 7.09)

5

( 3.55)

0

(    0)

4

( 2.84)

Ｂ

２

22

(15.60)

12

( 8.51)

3

( 2.13)

3

( 2.13)

4

( 2.84)
C

141

(  100)

48

(34.04)

42

(29.79)

20

(14.18)

31

(21.99)

合

計
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応
と
は
異
な
り
、
分
類
Ｃ
が
一
定
数
見
ら
れ
た
。
ま
た
分
類
Ｂ
２
も
多
く
存
在
し
、
分

類
Ｃ
と
合
わ
せ
る
と
六
割
を
超
え
て
い
た
。
こ
れ
は
注
文
に
つ
い
て
は
「
附
録
」
以
外

の
文
献
を
利
用
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。

分
類
Ｂ
２
や
分
類
Ｃ
に
は
、「
附
録
」
に
載
ら
な
い
見
出
し
語
の
「
異
名
」
を
示
す
も

の
が
多
く
み
ら
れ
る
。
特
に
『
和
爾
雅
』
に
は
典
拠
を
明
示
す
る
こ
と
な
く
、
「
異
名
」

を
示
し
た
も
の
が
多
く
存
在
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
和
爾
雅
凡
例
」
第
三
条
に
述
べ
る

よ
う
に
『
和
爾
雅
』
が
辞
書
と
し
て
「
正
名
」
に
対
す
る
「
異
名
」
を
示
す
目
的
が
あ

っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
漢
名
と
和
名
の
対
応
と
、
注
文
の
様
相
の
間
に
、
関
係
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
例
え
ば
和
名
の
対
応
が
分
類
Ａ
で
あ
る
と
き
、
注
文
が
分
類
Ａ
か
ら
分
類

Ｃ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
特
に
傾
向
が
な
い
。
和
名
の
対
応
が
分
類
Ａ
の
時
、
分
類
Ｂ

２
や
分
類
Ｃ
で
あ
る
も
の
を
合
わ
せ
る
と
、
六
割
を
超
え
て
い
た
。
一
方
、
和
名
の
対

応
が
Ｃ
の
時
で
も
注
文
の
様
相
が
分
類
Ａ
で
あ
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
注
文

の
様
相
が
分
類
Ａ
、
Ｂ
１
、
Ｂ
２
の
場
合
、
和
名
の
対
応
に
つ
い
て
は
分
類
Ａ
で
あ
る

も
の
が
多
く
、
注
文
の
様
相
が
分
類
Ｃ
の
場
合
、
和
名
の
対
応
も
分
類
Ｃ
と
な
る
も
の

が
比
較
的
多
か
っ
た
。

こ
の
結
果
か
ら
、
漢
名
と
和
名
の
対
応
に
関
し
て
は
益
軒
の
記
述
を
参
照
し
、
そ
の

ま
ま
利
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
注
文
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
別
の
書
物
に

よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
注
文
に
つ
い
て
「
附
録
」
の
記
述
を
一
切
含
ま
な
い

場
合
、
和
名
に
つ
い
て
も
益
軒
が
示
す
と
こ
ろ
に
従
わ
な
い
も
の
が
多
い
た
め
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
和
名
も
注
文
を
取
っ
た
文
献
に
一
致
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

今
後
、「
品
目
」
に
つ
い
て
も
『
和
爾
雅
』
草
木
門
以
外
と
の
対
照
を
行
う
必
要
が
あ

ろ
う
。
本
稿
で
は
『
和
爾
雅
』
草
木
門
以
外
の
部
門
に
属
す
る
語
に
つ
い
て
も
「
附
録
」

と
対
照
し
て
い
る
。
草
木
門
以
外
で
の
対
照
を
通
じ
て
、
そ
の
傾
向
を
み
る
必
要
が
あ

る
。ま

た
、
益
軒
以
外
の
著
作
が
参
照
さ
れ
た
と
す
る
と
ど
の
よ
う
な
書
物
が
想
定
で
き

る
か
、
調
査
す
る
。
こ
れ
は
「
附
録
」
や
「
品
目
」
と
い
っ
た
益
軒
の
著
作
の
収
載
語

彙
が
『
和
爾
雅
』
に
収
め
ら
れ
た
語
彙
よ
り
も
少
な
く
、
分
野
に
つ
い
て
も
限
ら
れ
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
和
爾
雅
凡
例
」
に
は
い
く
つ
か
の
書
物
の
名
前
が
挙
が

る
。
そ
の
内
の
意
義
分
類
体
の
辞
書
な
ど
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
、『
和
爾
雅
』
の
成

立
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

【
参
考
文
献
】
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．
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刊
）
本
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２
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』
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求
番
号
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／
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３
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京
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カ
イ
ブ
」https://rm
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で

閲
覧
し
た
。
（
二
〇
二
三
年
八
月
二
一
日
最
終
閲
覧
）

『
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雅
』：
早
稲
田
大
学
蔵
元
禄
七
年
刊
『
和
爾
雅
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請
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番
号
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２
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田
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学
図
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館
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典
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総
合
デ
ー
タ
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ー
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」https://w
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w.w

ul.w
aseda.ac.jp/koten

seki/index.htm
l

で
閲
覧
し
た
。
（
二
〇
二
三
年
八
月
二
一
日
最
終
閲
覧
）

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
、
和
古
書
（
請
求
記
号:

マ
３―

１
８―

１
～
９
）

「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/200004484/

で
閲
覧
し
た
。

（
二
〇
二
三
年
八
月
二
一
日
最
終
閲
覧
）

二
．
辞
書
記
述
、
論
文

等

磯
野
直
秀
（
二
〇
〇
八
）「
日
本
博
物
学
史
覚
え
書
Ｘ
Ｉ
Ｖ
」『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要

自
然

科
学
』
四
四

九
九―

一
二
四
頁

慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
刊
行
委
員
会
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井
上
忠
（
一
九
六
三
）
『
貝
原
益
軒
』
吉
川
弘
文
館

井
上
忠
（
一
九
八
三
ａ
）「
貝
原
好
古
」
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会 

編
『
日
本
古
典
文

学
大
辞
典

第
一
巻
』
岩
波
書
店

井
上
忠
（
一
九
八
三
ｂ
）「
貝
原
益
軒
」
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会 

編
『
日
本
古
典
文

学
大
辞
典

第
一
巻
』
岩
波
書
店

井
原
孝
一
（
一
九
五
八
）「
益
軒
号
私
攷
」『
香
椎
潟
』
四

二
六―

三
二
頁
、
福
岡
女
子
大
学
国

文
学
会

岩
波
書
店
編
（
一
九
七
二
）
『
国
書
総
目
録

第
八
巻
』
岩
波
書
店

上
野
益
三
（
一
九
七
三
）
『
日
本
博
物
学
史
』
平
凡
社

益
軒
会
編
（
一
九
一
一
、
後
一
九
七
三
）
『
益
軒
全
集
全
八
巻
之
六
』
国
書
刊
行
会

益
軒
全
集

刊
行
部
（
一
九
一
一
）
の
複
製

河
野
敏
宏
（
二
〇
一
四
）「
本
草
綱
目
」
佐
藤
武
義
、
前
田
富
祺
（
編
集
代
表
）『
日
本
語
大
事
典

（
下
）
』
朝
倉
書
店

鬼
頭
祐
太
（
二
〇
二
二
ａ
）
「
貝
原
好
古
『
和
爾
雅
』
草
木
門
に
お
け
る
漢
名
と
和
名
の
対
応
に

つ
い
て―

貝
原
益
軒
か
ら
の
影
響
を
中
心
に―

」『
名
古
屋
大
学
人
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
五

一

七―

三
三
頁
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
図
書
・
論
集
委
員
会

鬼
頭
祐
太(

二
〇
二
二
ｂ)

「
貝
原
益
軒
「
本
草
綱
目
品
目
」
・
貝
原
好
古
『
和
爾
雅
』
に
お
け
る

俚
言―

益
軒
『
大
和
本
草
』
と
の
対
照―

」
『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
一
一
五

三
三―

四
九
頁
、
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
会

笹
原
宏
之
（
二
〇
〇
七
）「
第
一
部
第
一
章

国
字
の
定
義
と
分
類
」『
国
字
の
位
相
と
展
開
』
三

二―

一
九
七
頁
、
三
省
堂

杉
本
つ
と
む
（
二
〇
一
一
）
『
日
本
本
草
学
の
世
界―

自
然
・
医
薬
・
民
俗
語
彙
の
探
求―

』
八

坂
書
房

中
田
祝
夫
・
小
林
祥
次
郎
（
一
九
七
七
）
『
多
識
編
自
筆
稿
本
刊
本
三
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引

索
引
篇
』
勉
誠
社

野
口
隆
（
二
〇
二
〇
）「
延
宝
版
『
倭
漢
名
数
』
お
よ
び
『
増
補
和
漢
名
数
』
に
つ
い
て
」『
国
語

国
文
』
八
九
（
一
）

一―

一
八
頁
、
臨
川
書
店

蜂
谷
清
人
（
二
〇
〇
七
）
「
和
爾
雅
」
飛
田
良
文
（
編
者
主
幹
）
他
『
日
本
語
学
研
究
事
典
』
明

治
書
院

堀
勇
雄
（
一
九
八
四
）「
林
羅
山
」
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会 

編
『
日
本
古
典
文
学
大

辞
典

第
五
巻
』
岩
波
書
店

米
田
達
郎
（
二
〇
一
四
）「
和
爾
雅
」
佐
藤
武
義
、
前
田
富
祺
（
編
集
代
表
）『
日
本
語
大
事
典

（
下
）
』

朝
倉
書
店

渡
邊
幸
三
（
一
九
五
三
）「
李
時
珍
の
本
草
綱
目
と
そ
の
版
本
」『
東
洋
史
研
究
』
一
二
（
四
）
三

三
三―

三
五
七
頁
、
東
洋
史
研
究
会

〈
注
〉

一

 

井
上
（
一
九
八
三
ａ
）
に
よ
れ
ば
、
好
古
は
名
、
字
は
敏
夫
、
通
称
は
市
之
進
、
号
は

耻
軒
。
貝
原
益
軒
の
甥
（
益
軒
の
兄
の
子
）
だ
と
い
う
。
本
稿
で
は
「
（
貝
原
）
好
古
」

と
称
す
。

二

井
上
（
一
九
八
三
ｂ
）
に
よ
れ
ば
、
名
は
篤
信
、
字
は
子
誠
、
通
称
は
久
兵
衛
、
号
は

初
め
柔
斎
、
後
に
損
軒
、
晩
年
に
益
軒
と
し
た
と
い
う
。
井
原
（
一
九
五
八
）
に
よ
れ

ば
、
貝
原
益
軒
が
「
益
軒
」
と
号
し
た
の
は
彼
が
七
八
歳
ご
ろ
か
ら
で
、
そ
れ
以
前
に

は
「
損
軒
」
と
号
し
て
い
た
と
い
う
。『
和
爾
雅
』
が
編
ま
れ
た
時
期
も
「
損
軒
」
と
号

し
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
「
（
貝
原
）
益
軒
」
と
称
す
。

三

野
口
（
二
〇
二
〇
：
一
）
に
よ
れ
ば
、『
和
漢
名
数
』
は
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
、『
増

補
和
漢
名
数
』
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
、
『
続
和
漢
名
数
』
は
元
禄
八
年
（
一
六
九

五
）
の
刊
行
。
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四

堀
（
一
九
八
四
）
に
よ
れ
ば
通
称
又
三
郎
、
名
は
道
春
な
ど
、
字
は
子
信
、
号
は
羅
山
、

浮
山
な
ど
。
京
都
生
ま
れ
。

五

『
和
爾
雅
』
の
注
文
は
本
来
割
注
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
割
注
の
形
で
は
示
さ
ず
、
一

行
に
改
め
た
。『
和
爾
雅
』
以
外
の
資
料
に
関
し
て
も
割
注
な
ど
の
双
行
の
も
の
に
つ
い

て
は
原
典
の
形
を
そ
の
ま
ま
に
引
用
せ
ず
、
適
宜
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
引
用

に
際
し
て
『
和
爾
雅
』
を
『
和
』
、
「
附
録
」
は
「
附
」
と
示
し
、
対
象
と
し
た
書
物
で

の
用
例
の
所
在
地
を
表
示
し
た
。

六

こ
う
し
た
（
三
）
～
（
一
〇
）
の
よ
う
な
例
は
今
回
検
討
し
た
一
四
一
例
中
二
一
例
存

在
し
た
。
具
体
的
な
様
相
に
つ
い
て
、
表
五
に
示
す
。
分
類
Ａ
〜
Ｃ
に
つ
い
て
は
本
稿

三
節
参
照
。

【
表
五
】
両
書
の
漢
名
（
見
出
し
語
）
、
字
形
に
相
違
が
み
ら
れ
る
例
に
つ
い
て
の
様
相

表
五
に
示
し
た
よ
う
に
、

和
名
の
対
応
に
つ
い
て

は
分
類
Ａ
が
全
体
の
五

割
未
満
で
あ
り
、
分
類
Ｂ

２
が
三
割
を
超
え
る
な

ど
、
一
四
一
例
全
体
の
傾

向
よ
り
も
益
軒
の
示
す

と
こ
ろ
以
外
を
使
う
も

の
が
多
い
。
注
文
の
様
相

に
関
し
て
は
一
四
一
例

全
体
と
比
較
し
た
際
よ

り
も
、
分
類
Ｃ
が
二
割
以

上
増
加
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
結
果
か
ら
は
、
見
出

し
語
や
字
形
が
相
違
す

る
場
合
、
「
附
録
」
以
外
の
文
献
に
よ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

七

「
品
目
」
で
は
分
類
Ｂ
が
四
〇
例
存
在
す
る
。
鬼
頭
（
二
〇
二
二
ａ
）
で
は
Ｂ
１
、
Ｂ

２
に
分
け
て
検
討
し
て
い
な
か
っ
た
。
改
め
て
、
分
類
す
る
と
、
Ｂ
１
は
一
一
例
（
五
・

六
七
％
）
、
Ｂ
２
は
二
九
例
（
一
四
・
九
五
％
）
存
在
し
た
。

八

「
〓
」
は
「
冬+

鳥
」
。
（
一
二
）
の
「
〓
」
も
同
様
で
あ
る
。

九

漢
名
と
和
名
の
対
応
の
際
に
は
「
附
録
」
に
和
名
が
載
ら
ず
、『
和
爾
雅
』
に
和
名
が
あ

る
も
の
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
鬼
頭
（
二
〇
二
二
ａ
）
に
検
討
基
準

注文の様相

合計 Ｃ Ｂ２ Ｂ１ Ａ

Ａ

和
名
の
対
応

Ｂ１

Ｂ２

Ｃ

合計
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を
そ
ろ
え
た
結
果
で
あ
る
。
「
附
録
」
和
名
無
、
『
和
爾
雅
』
和
名
有
の
例
は
今
回
観
察

し
た
範
囲
で
七
例
得
ら
れ
た
。

一
〇

こ
こ
で
、
和
名
の
対
応
と
、
注
文
の
様
相
に
つ
い
て
の
部
門
別
の
偏
り
に
つ
い
て
言
及

し
て
お
く
。
今
回
、
対
象
と
し
た
一
四
一
例
は
『
和
爾
雅
』
の
以
下
の
一
〇
の
部
門
に

わ
た
っ
て
い
る
。
部
門
順
に
示
す
。
（ 

）
内
は
用
例
数
で
あ
る
。

宝
貨
（
三
）
、
畜
獸
（
四
）
、
禽
鳥
（
八
）
、
龍
魚
（
二
一
）
、
蟲
介
（
二
三
）
、
米
穀

（
五
）
、
飲
食
（
四
）
、
果
蓏
（
七
）
、
菜
蔬
（
一
九
）
、
草
木
（
四
七
）

草
木
門
を
除
い
て
用
例
数
が
少
な
い
た
め
、
割
合
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
参
考
程
度
に

し
か
な
ら
な
い
が
、
分
析
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
和
名
に
つ
い
て
み
る
と
、
分
類

Ａ
が
全
体
（
六
九
・
五
％
）
よ
り
一
〇
％
以
上
少
な
い
部
門
は
飲
食
（
二
例
、
五
〇
％
）
、

果
蓏
（
四
例
、
五
七
・
一
四
％
）
で
あ
る
。
一
方
、
分
類
Ｃ
が
全
体
（
一
五
・
六
〇
％
）

よ
り
も
一
〇
％
以
上
多
い
の
は
、
蟲
介
（
六
例
、
二
六
・
〇
九
％
）
、
飲
食
（
二
例
、
五

〇
％
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
部
門
は
全
体
平
均
よ
り
も
「
附
録
」
と
相
違
す
る
和
名
の

対
応
の
割
合
が
多
い
。
特
に
、
飲
食
門
で
は
、
そ
の
傾
向
が
強
い
。
他
方
、
注
文
に
つ
い

て
は
分
類
Ａ
や
分
類
Ｃ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
偏
り
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
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